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TPC
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2最初のTPC: 1974年 David Nygren

drift長150mm guard ringを3mm spacing
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Nygren 1975



340年たって：でかくなった。

T2K TPC

drift長897mm

10mmのstripを11.5mm間隔
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NIMA 637, 25 (2011) XENON1T

drift長 97cm

10mm幅の電極 74本

Eur. Phys. J. C (2017) 77:881

基本構造は大きくかわらない。



4実際

いろいろデザインして、いろいろ計算して賞をもらえる
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5でも

設計、くみ上げむずい（一品ものだから大体いいけど。）

電場一様性の問題はまだある。

抵抗・半田は放射性不純物含む：低BG実験の敵
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吉田氏修論
（2018年2月 京都大学）

リング状：高電位領域で外のGNDが見える。 （2重）帯状:近傍電場は一様でない
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SR TPC
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7面抵抗(Sheet Resistor)を持つ材料を使えないか?

結構ある MONOTAROで売ってる

帯電防止用材料 クリーンルームの壁材など

選択のポイント：～10GΩ/□ 一様性 放射線BG

「アキレス ビニラス」
を選択

1903.01663

RI measurement (mBq/kg)

1903.01663



8作る

作り方の一例
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8cm

13cm

sheet resistors inside the wall

Prototype

身内2017年
MPGD研究会

製作のポイント：
銅電極でしっかり挟む



9動作確認（ここからNEW）

10cm角μPICと組み合わせる

μの飛跡とれる
→ 原理実証OK
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Measured μ tarcks
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定量評価

residual分布のz依存

SRとwire TPCを比較

XZとYZ平面

inner（壁から35mm以上）とouter(壁から20mmまで)
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residual

1903.01663

1903.01663

wire μ-TPC

15cm

10cm

2×2×2の8条件



11解析

z依存ない項 σdd：detector固有⊕drift電場乱れ

z依存ある項 d’ :ガス拡散

8つの条件 10パラメータ 同時fit
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1903.01663

1903.01663

mm

mm@1cm

前ページの絵



12結果

σdd(検出器固有⊕ドリフト電場)を同士比較
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①：SR ちゃんと動いた。

②：SR はouterもinnerと遜色ない
壁から2cmまでちゃんと動く

③wire TPCでは電場の乱れが大きく見えたXZ

で比較 SR TPCの効果が際立つ
wireのXZ innerは正しく動作。XZのシステマ
ティックではない。

1903.01663



13展望

現行ケージ：壁との距離は2cm以上のみ確認。

新ケージ→さらに近傍の測定

低温動作の素材にも興味

まとめ

SR μ-TPC 作成・性能評価

so far so good
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1903.01663

まだ 旅費補助あり らしい


